




















第 444 9 号
昭和 53 年 12 月 20 日
























粘度は封鎖材作成時は16.0cpsで， 6 ヶ月後では16.9cps ， 1 年後では19.9cpsであった。重合収縮率
nヨつ'“ヮ“
(体積)は平均7.3%，熱膨張率(線)は平均91.8ppm/oC ，溶解量は蒸留水 (pH5. 9) で平均0.20
wt%，酢酸緩衝液 (pH4. 0) で、平均0.15wt%，ヌープ硬さは16.0であり，これらの値はフィラーを
含まないMMA系修復用レジン(以下MMA系レジンと略)と大差がなかった。吸水量は平均4.6mg
/cm 2 で ， MMA系レジンの 2 倍強であった。また圧縮強さは平均1301kg/cm2 でMMA系レジンより大
きな値を示した。アマルガムーエナメル質問での接着強さは水中浸漬24時間後， 1 週間後ともに平均
10.5kg/cm 2 の値を示した。アマルガムー象牙質問では24時間後の値が平均17. 6kg/cm2 , 1 週間後で平

















微X線所見から人工二次う蝕の形成は直後塗布群において実験側で 2 例(13%) にみられたにすぎな
かったが，対照側では全例にみられた。一方，浸漬後塗布群では実験側の 6 例 (35%) に対して対照
側では14例 (82%) に人工二次う蝕の形成がみられ，直後塗布群と同様封鎖材塗布による人工二次う
蝕の抑制効果が認められた。
さらに，成犬の歯を用いて封鎖材の歯髄への影響を検討した。その結果，寓洞に封鎖材を 10分間塗
布したのちアマルガムを充填した場合の歯髄組織の変化は，封鎖材を塗布せずにアマルガムを充填し
た場合のそれと同程度であった。
以上の結果から，アマルガム充填後辺縁に本封鎖材を塗布することによって人工二次う蝕の形成が
抑制されることが明らかになり，本法の臨床応用への可能性が示唆された。
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論文の審査結果の要旨
本研究は，アマルガム修復歯の二次う蝕の発生を窃壁とアマルガムとの間隙の封鎖によって抑制す
る方法について検討したものである。
すなわち，間隙の封鎖に嫌気硬化特性を備えた低粘度のアクリル系モノマー，。ーモノメタアクリル
オキシエチルフタレートとジエチレングリコールジメタアタリレートを主な組成とする封鎖材を使用
した。この封鎖材は，アマルガム辺縁に塗布すると間隙に速やかに浸入硬化し，その結果関隙が密に
封鎖され，二次う蝕も著明に抑制されることがin vitro のう蝕作成法で明らかにされた。
このことは，アマルガム修復歯にとくに多い二次う蝕を間隙封鎖処置によって抑制し得ることを示
唆し，臨床応用につながる貴重な手掛りを与えた点で極めて重要な知見であり，価値ある業績と認め
る。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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